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■確認事項
• 作り始めた．当面は記述式だけ作成する．択一式は必要に応じてになりそう．ただし，択一式は基礎問
題練習に利用できそうなので，適宜プリント化するのはアリ．
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第1章

2026年度採用試験問題

1.1 択一式



記述式 気象大学校 2026 年度

1.2 記述式

1 関数 y “ f pxqの導関数 f 1pxqが再び微分可能であるとき， f 1pxqを微分したものを第 2次導関
数といい，f 2pxqで表す．さらに，f 2pxqが再び微分可能であるとき，f 2pxqを微分したものを第 3次
導関数といい， f 3pxqで表す．ここで，gpxq “ tan x，hpxq “ tanpx2qとする．以下の設問に答えよ．

⑴ 正接の加法定理を用いて，関数 y “ gpxqを導関数の定義に従って微分せよ．なお，三角関
数の極限に関する公式 lim

xÑ0

sin x
x

“ 1を用いてよい．

⑵ g1
´ π

3

¯

“ 4であることを示せ．また，g2
´ π

3

¯

を求めよ．

⑶ h1

ˆ c

π

3

˙

“
8
3

?
3πであることを示せ．また，h2

ˆ c

π

3

˙

を求めよ．

⑷ Hpxq “ h
ˆ c

π

3

˙

` h1

ˆ c

π

3

˙

x `
1
2

h2

ˆ c

π

3

˙

x2 `
1
6

h3

ˆ c

π

3

˙

x3 とする．

H
ˆ c

π

3

˙

を求めよ．

（ 2026. 気象大学校（記述式））
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2026 年度 気象大学校 記述式

2 定数 α，βはいずれも 2以上 9以下の整数で α ă βであるとする．この下で，各自然数 nに対
して次の 3つの条件をすべて満たすような正の整数 An，Bn を考える．

ⅰ An，Bn はいずれも 10進法で表すと高々 n桁である．すなわち，

0 ă An ő 10n ´ 1, 0 ă Bn ő 10n ´ 1

を満たす．
ⅱ An

2，Bn
2 を 10n で割った余りがそれぞれ An，Bn に等しい．すなわち，x “ An, Bn としたと

き，それぞれの xについてある整数 mが存在して

x2 ´ x “ m ¨ 10n

と表せる．

ここで，aを整数，bを正の整数とし， a
b
を超えない最大の整数を pとしたとき，aを bで割っ

た余りとは a ´ bpのことを指す．このとき，以下の設問に答えよ．

⑴ A1，B1 がそれぞれただ一つ存在するような α，β の組はただ一通りに定まることを示し，
それらの値を求めよ．

以降，α，βは⑴で求めた組の値に固定するものとする．

⑵ A2，B2 がそれぞれただ一つ存在することを示し，それらの値を求めよ．

⑶ A3 を 100で割った余りが A2 であることを示し，さらに，A3 の値を求めよ．

⑷ 任意の自然数 nに対して An の値がただ一つ存在することを示せ．

（ 2026. 気象大学校（記述式））
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記述式 気象大学校 2026 年度

3 点 Oを中心とする半径 1の球面上に異なる 2点 A，Bがあり，同じく点 Oを中心とする半径
2の球面上に異なる 2点 C，Dがある．ここで，ÝÑ

a “
ÝÝÑ
OA，ÝÑ

b “
ÝÝÑ
OB，ÝÑ

c “
ÝÝÑ
OC，ÝÑ

d “
ÝÝÑ
OD とお

く．ÝÑ
a `

ÝÑ
b `

ÝÑ
c `

ÝÑ
d “

ÝÑ
0 が成り立っているとき，以下の設問に答えよ．

⑴ 2本の線分 AB，CDが点 Oから等しい距離にあることを示せ．

⑵ |
ÝÝÑ
AC | “ |

ÝÝÑ
BD |を示せ．

⑶ 4点 A，B，C，Dのうちのどの 3点も同一直線上に無いとき，△ABC ” △BADを示せ．

⑷ s “
ÝÑ
a ¨

ÝÑ
b，t “

ÝÑ
c ¨

ÝÑ
d とおくとき，以下の問いに答えよ．

⒜ sと tの間に成り立つ関係式を示し，st平面上に点 ps, tqが存在し得る範囲を図示せよ．
⒝ |

ÝÝÑ
AB |，|

ÝÝÑ
CD |それぞれを sのみを用いて表し，取り得る値の範囲を求めよ．

⒞ 4点 A，B，C，Dが同一平面上に無いとする．sの値を固定したときの四面体 ABCDの
体積の最大値を sのみを用いて表せ．

⒟ ⒞の結果について，さらに sの値を動かし，四面体 ABCDの体積が最大となる sの値を
求めよ．

（ 2026. 気象大学校（記述式））
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第2章

2025年度採用試験問題

2.1 択一式



記述式 気象大学校 2025 年度

2.2 記述式

1 m，nを 0以上の整数，α，βを実数とし，

Ipm, nq “

ż β

α

px ´ αqmpβ´ xqn dx

とする．以下の設問に答えよ．

⑴ Ipk, 0q，Ip0, kqをそれぞれ求めよ．また，Ipk, 0qと Ip0, kqの関係式を述べよ．ただし，k

は 0以上の整数とする．

⑵ Ipm, 1q，Ip1, nqをそれぞれ求めよ．また，β “ α` 1のとき，Ipm, 1q “ Ip1, nqの必要十
分条件は m “ gpnqの形で表すことができる．gpnqを求めよ．

⑶ Ipm, nqを求めよ．

⑷ xy平面において，曲線 y “ ´x4 `
10
3

x3 ´ 4x2 ` 2x ´
1
3
と x軸で囲まれた図形の面積 S

を求めよ．

（ 2025. 気象大学校（記述式））
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2025 年度 気象大学校 記述式

2 |z| ă 1を満たす複素数 zに対し，複素数からなる数列（複素数列）tS nuを

S 1 “ 1,

S n “ 1 ` z ` z2 ` ¨ ¨ ¨ ` zn´1 pn “ 2, 3, ¨ ¨ ¨ q

により定義する．以下の設問に答えよ．ただし，各設問の最終的な解答における式は総和記号
ř

，
極限記号 lim，及び省略記号 ¨ ¨ ¨を用いない 形で示すこと．

⑴ 0 ă arg z ă
π

4
の場合について，S 1，S 2，S 3 を表す点を複素数平面上に図示せよ．また，

S 1 と S 2 を結ぶ線分 S 1S 2 の長さ，S 2 と S 3 を結ぶ線分 S 2S 3 の長さ，実軸と線分 S 1S 2 のな
す角度，及び線分 S 1S 2 と線分 S 2S 3 のなす角度をそれぞれ zを用いて表し，それらを図に書
き加えよ．

⑵ S n を zを用いて表せ．

⑶ 複素数列 tS nuの極限値を推測し，tS nuがその値に収束することを示せ．ただし，複素数
列 tanuがある aに収束するとは

lim
nÑ8
|an ´ a | “ 0

が成立することをいい，このときの aを tanuの極限値という．

⑷ rを 0 ő r ă 1を満たす実数，θを 0 ő θ ă 2πを満たす実数とするとき，無限級数

1 ` r cos θ ` r2 cos 2θ ` r3 cos 3θ ` ¨ ¨ ¨

の和を r，θを用いて表せ．必要であれば，複素数列 tanuが複素数 a “ α` iβ（α，βは実数）
に収束するとき，an の実部は αに収束し，an の虚部は βに収束することを用いてよい．

⑸ S 0 “ 0として，複素数平面上の点 S 0，S 1，S 2，¨ ¨ ¨，S n を順次線分で結んで得られる折れ
線の長さを Ln とする．Ln の n Ñ 8での極限を zを用いて表せ．

⑹ 複素数 zを，実数 t を用いて z “ t ` p1 ´ tqiと表す．t が 0 ă t ă 1の範囲を動くときの
tS nuの極限値の軌跡を求め，zの軌跡及び原点を中心とする単位円と共に複素数平面上に図
示せよ．

（ 2025. 気象大学校（記述式））
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記述式 気象大学校 2025 年度

3 xyz空間において，原点 Oを中心とする半径 1の球面を S とし，球面 S に点 Ap1, 0, 0qで接
する y軸に平行な直線の上を動く点 Bp1, t, 0qを考える．ただし，t ą 0とする．点 Bを通る S の
接線のうち，S に z ą 0の領域で接し，かつ z軸と交わるものを Lとする．また，Lと S の接点を
C とし，Lと z軸の交点を Dとする．以下の設問に答えよ．

⑴ 点 Cの座標を tを用いて表せ．

⑵ 線分 BDの長さを tを用いて表せ．また，その最小値を求めよ．

⑶ 点 Cで球面 S に接する平面 M を考える．M と x軸，y軸との交点をそれぞれ E，Fとす
る．三角形 DEFの面積を tを用いて表せ．また，その最小値を求めよ．

（ 2025. 気象大学校（記述式））
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第3章

2024年度採用試験問題

3.1 択一式



記述式 気象大学校 2024 年度

3.2 記述式

1 1回引くと景品が 1個当たるくじを考える．景品は全部で 3種類あり，いずれも 1
3
の確率で

当たるものとする．
くじを n回引いて入手した景品が 1種類，2種類，3種類である確率をそれぞれ an，bn，cn とす

る（nは自然数）．以下の設問に答えよ．

⑴ a1，b1，c1 を求めよ．

⑵ a2，b2，c2 を求めよ．

⑶ a3，b3，c3 を求めよ．

⑷ an`1，bn`1，cn`1 それぞれを an，bn，cn のうち必要なものを用いて表せ．

⑸ an，bn，cn を求めよ．

⑹ lim
nÑ8

an， lim
nÑ8

bn， lim
nÑ8

cn を求めよ．

（ 2024. 気象大学校（記述式））
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2024 年度 気象大学校 記述式

2 四面体 OABCにおいて，
ÝÝÑ
OA “

ÝÑ
a ,

ÝÝÑ
OB “

ÝÑ
b ,

ÝÝÑ
OC “

ÝÑ
c

とする．また，3点 O，A，Bを含む平面に点 Cから下ろした垂線の足を点 Hとする．以下の設問
に答えよ．

⑴ △OABの面積 S を |
ÝÑ
a |，|

ÝÑ
b |，及び ÝÑ

a ¨
ÝÑ
b を用いて表せ．なお，導出過程も示すこと．

⑵ ベクトル ÝÝÑ
OH を，実数 s，tを用いて ÝÝÑ

OH “ s
ÝÑ
a ` t

ÝÑ
b と表す．

ⅰ s，tを |
ÝÑ
a |，|

ÝÑ
b |，及び ÝÑ

a ¨
ÝÑ
b ，ÝÑ

b ¨
ÝÑ
c ，ÝÑ

c ¨
ÝÑ
a を用いて表せ．

ⅱ |
ÝÝÑ
OH |2 を |

ÝÑ
a |，|

ÝÑ
b |，及び ÝÑ

a ¨
ÝÑ
b ，ÝÑ

b ¨
ÝÑ
c ，ÝÑ

c ¨
ÝÑ
a を用いて表すとき，⑴で求めた S を

用いると

|
ÝÝÑ
OH |2 “

P
4S 2

´

Pは|
ÝÑ
a |，|ÝÑb |及びÝÑ

a ¨
ÝÑ
b，ÝÑb ¨

ÝÑ
c ，ÝÑc ¨

ÝÑ
aの多項式

¯

の形に整理することができる．P を |
ÝÑ
a |，|

ÝÑ
b |，及び ÝÑ

a ¨
ÝÑ
b，ÝÑ

b ¨
ÝÑ
c ，ÝÑ

c ¨
ÝÑ
a を用いて

表せ．
ⅲ |

ÝÝÑ
CH |2 を |

ÝÑ
a |，|

ÝÑ
b |，|

ÝÑ
c |及び ÝÑ

a ¨
ÝÑ
b ，ÝÑ

b ¨
ÝÑ
c ，ÝÑ

c ¨
ÝÑ
a を用いて表せ．

⑶ 四面体 OABCの体積 V を |
ÝÑ
a |，|

ÝÑ
b |，|

ÝÑ
c |及び ÝÑ

a ¨
ÝÑ
b ，ÝÑ

b ¨
ÝÑ
c ，ÝÑ

c ¨
ÝÑ
a を用いて表せ．

（ 2024. 気象大学校（記述式））
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記述式 気象大学校 2024 年度

3 自然数 mに対して

Im “

ż π

0
sinm x dx

とし，0以上の整数 nに対して

f pxq “ px2 ´ 1qn

Pnpxq “
1

n! ¨ 2n f pnqpxq

とするとき，以下の設問に答えよ．ただし， f pkqpxqは f pxqを k回微分した関数で， f p0qpxq “ f pxq

とする．

⑴ I2m`1

I2m´1
を mを用いて表せ．なお，導出過程も示すこと．

⑵ I2m`1 “
22m`1pm!q2

p2m ` 1q!
が成り立つことを示せ．

⑶ k “ 0, 1, ¨ ¨ ¨ , nに対して
ż 1

´1
xk f pnqpxq dx “ p´1qkk!

ż 1

´1
f pn´kqpxq dx

が成り立つことを示せ．

⑷ n ´ 1次以下の全ての多項式 Qpxqに対して
ż 1

´1
PnpxqQpxq dx “ 0

が成り立つことを示せ．

⑸ 0 ő m ő nを満たす 0以上の整数 m，nについて，Pmpxqの次数に着目して，
ż 1

´1
PmpxqPnpxq dx

の値を求めよ．

（ 2024. 気象大学校（記述式））
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第4章

2023年度採用試験問題

4.1 択一式



記述式 気象大学校 2023 年度

4.2 記述式

1 α “
?

2 `
?

3，β “ ´
?

2 `
?

3として，数列 tanupn “ 1, 2, ¨ ¨ ¨ qを an “ αn ` βn により定
める．以下の設問に答えよ．

⑴ a2 及び a4 を求めよ．

⑵ 方程式 x4 ` Ax3 ` Bx2 ` Cx ` D “ 0が x “ αを解にもつような整数 A，B，C，Dの値の
組を一つ求めよ．

⑶ 5以上の自然数 nに対して，an を an´2，an´4 を用いて表せ．

⑷ 全ての自然数 mに対して，a2m が整数であることを示せ．

⑸ α2022 の整数部分の 1の位の数を求めよ．ただし，実数 xの整数部分とは，xを超えない最
大の整数を指すものとする．

（ 2023. 気象大学校（記述式））
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2023 年度 気象大学校 記述式

2 eを自然対数の底，nを 2以上の自然数とする．an を等式

e “ 1 `
1
1!

`
1
2!

` ¨ ¨ ¨ `
1
n!

`
an

pn ` 1q!

を満たす数とし，関数 f pxqを

f pxq “ ex
"

1 `
1 ´ x

1!
`

p1 ´ xq2

2!
` ¨ ¨ ¨ `

p1 ´ xqn

n!

*

`
an

pn ` 1q!
p1 ´ xqn`1

で定める．以下の設問に答えよ．なお，必要ならば，2 ă e ă 3であることは用いてよい．

⑴ f p0q及び f p1qの値を求めよ．

⑵ f pxqの導関数 f 1pxqを an，n，xを用いて表せ．

⑶ 関係式 an “ ec，0 ă c ă 1を満たす実数 cが存在することを示せ．さらに，不等式
0 ă

an

n ` 1
ă 1が成り立つことを示せ．

⑷ eが無理数であることを示せ．

（ 2023. 気象大学校（記述式））
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記述式 気象大学校 2023 年度

3 xy平面上に 2点 Ap1, 0q，Bp´1, 0qをとり，曲線 C を楕円 x2

2
` y2 “ 1の y ą 0の部分とす

る．C 上の点 Pにおける C の接線を lとし，2点 A，Bから lに下ろした垂線と lとの交点をそれぞ
れ G，Hとする．以下の設問に答えよ．

⑴ |
ÝÝÑ
AP | ` |

ÝÝÑ
BP |の値は，点 Pの位置によらず一定であることを示せ．

⑵ 点 Pの座標を px0, y0qとし，ベクトルÝÑ
m，ÝÑ

n を，それぞれÝÑ
m “ p2y0, ´x0q，ÝÑ

n “ px0, 2y0q

により定める．

ⅰ ÝÑ
m は lの方向ベクトル，ÝÑ

n は lの法線ベクトルであることをそれぞれ示せ．
ⅱ ⅰの結果より，ベクトル ÝÝÑ

BH は実数 s，tを用いて
ÝÝÑ
BH “

ÝÝÑ
BP ` s

ÝÑ
m ` t

ÝÑ
n

と表すことができる．s，tを x0，y0 を用いて表せ．ただし，分母，分子がともに x0 又は
y0 の高々一次式となるような既約分数式の形で表すこと．

ⅲ cos =BPHの値を，ⅱで導入した s，t を用いて表せ．さらに，ⅱの結果を使って，その
値 pcos =BPHqを x0 を用いて表せ．

ⅳ =BPH “ =APGが成り立つことを示せ．

⑶ 直線 AP と直線 BH の交点を Q とする．点 P が曲線 C 上を動くときの点 Q の軌跡を求
めよ．

（ 2023. 気象大学校（記述式））

– 20 –
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第5章

2022年度採用試験問題

5.1 択一式



記述式 気象大学校 2022 年度

5.2 記述式

1 以下の設問に答えよ．

⑴ 0 ő t ő πのとき，方程式 2 cos 3t ` 1 “ 0を解け．

⑵ 実数 tに対して，x “ cos tとする．cos 3tを xを用いて表せ．

⑶ ⑴，⑵の結果を用いて

cos
2
9
π` cos

4
9
π` cos

8
9
π, cos

2
9
π cos

4
9
π` cos

4
9
π cos

8
9
π` cos

8
9
π cos

2
9
π

の値をそれぞれ求めよ．

⑷ θ “
π

9
として，数列 tanuを

a1 “ sin2 θ,

an`1 “ 4anp1 ´ anq pn “ 1, 2, ¨ ¨ ¨ q

で定める．

ⅰ tanuの一般項を求めよ．なお，θを用いて解答してもよい．
ⅱ 数列 tbnuを．tanuを用いて

bn “
a1 ` a2 ` ¨ ¨ ¨ ` an

n
pn “ 1, 2, ¨ ¨ ¨ q

で定める．このとき，極限値 lim
nÑ8

bn を求めよ．

（ 2022. 気象大学校（記述式））
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2022 年度 気象大学校 記述式

2 点 Oを中心とする半径 rの円 C を考える．以下の設問に答えよ．

⑴ 3点 P，Q，Rが C 上を動くとき，ÝÝÑ
PQ ¨

ÝÝÑ
PR ő 4r2 を示せ．また，等号成立条件を求めよ．

⑵ C 上の二つの定点 Q，Rを，O，Q，Rが同一直線上に並ばないようにとり，C 上の点 Pが，
次の条件

A「P，Q，Rが互いに異なり，=QPRは鈍角」

を満たすように動く．線分 QRの中点をMとし，ÝÝÑ
OM “

ÝÑ
a，ÝÝÑ

PM “
ÝÑ
b，ÝÝÑ

QM “
ÝÑ
c ，|

ÝÑ
a | “ t

とする．

ⅰ |
ÝÑ
b |の最小値を r，tを用いて表せ．

ⅱ ÝÝÑ
PQ ¨

ÝÝÑ
PR を |

ÝÑ
b |，|

ÝÑ
c |を用いて表せ．

⑶ C 上の 3点 P，Q，Rが条件Aを満たしながら動くとする．このとき，ÝÝÑ
PQ ¨

ÝÝÑ
PR の最小値

を求めよ．また，ÝÝÑ
PQ ¨

ÝÝÑ
PR が最小となるときの △PQRの面積を求めよ．

（ 2022. 気象大学校（記述式））
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記述式 気象大学校 2022 年度

3 放物線 L上を動く点 Ppx1, y1qの時刻 tにおける座標が

x1 “ t, y1 “
1
2

t2

で与えられているとする．以下の設問に答えよ．

⑴ 点 Pの時刻 tにおける速度
ÝÑ
v “

ˆ

dx1

dt
,

dy1

dt

˙

及び速さ vptq “ |
ÝÑ
v |を求めよ．

⑵ 時刻 0から tまでの間に点 Pが動いた道のり sは

s “ sptq “

ż t

0
vpuq du

で与えられる．sptqの逆関数 tpsqを用いて，tの関数 f ptqの sを媒介変数とする表示 f ptpsqq

を得る．このとき，合成関数及び逆関数の微分法を用いると，vptq ‰ 0のとき，

d f
ds

“
d f
dt

dt
ds

“
1
ds
dt

d f
dt

“
1

vptq
d f
dt

“
f 1ptq
vptq

により，sによる f の微分 d f
ds
の，tを媒介変数とする表示が得られる．

このことを利用して，ベクトル
ÝÑ
p “

ˆ

dx1

ds
,

dy1

ds

˙

を，tを用いて表せ．また，|
ÝÑ
p | “ 1であること，及び，ÝÑ

p と ÝÑ
v が平行であることを示せ．

⑶ ベクトル

ÝÑ
q “

ˆ

d2x1

ds2 ,
d2y1

ds2

˙

を，t を用いて表し，ÝÑ
q と ÝÑ

p が垂直であることを示せ．また，ρptq “
1

|
ÝÑ
q |
と定めるとき，

ρptqを tを用いて表せ．

⑷ t ą 0とする．放物線 L上の点 Pにおける法線を N とし，N 上の点 Qpx2, y2qを

|
ÝÝÑ
PQ | “ ρptqかつ x2 ă x1

を満たすようにとる．このとき，x2 と y2 をそれぞれ tを用いて表せ．また，点 Qの速度

ÝÑ
w “

ˆ

dx2

dt
,

dy2

dt

˙

を，tを用いて表し，ÝÑ
w と ÝÑ

v が垂直であることを示せ．

– 24 –



2022 年度 気象大学校 記述式

⑸ 点 Pが t ą 0の範囲で放物線 L上を動くときの点 Qの軌跡 C を求め，Lの x ą 0の部分と
C を座標平面上に図示せよ．

ただし，点 P，Qと法線 N の関係が分かるように，適当な点 Pを選び，対応する点 Q，法線
N も併せて図中に示すこと．

（ 2022. 気象大学校（記述式））

– 25 –





27

第6章

2021年度採用試験問題

6.1 択一式



記述式 気象大学校 2021 年度

6.2 記述式

1 数列 tanuを
$

’

’

’

&

’

’

’

%

a1 “ 1, a2 “

c

1
2

an`1 “ an

d

1
2

`
1
2

an

an´1
pn “ 2, 3, 4, ¨ ¨ ¨ q

により定める．以下の設問に答えよ．

⑴ a3 を，
1
2
のみを用いて，根号を含む式で表せ．

⑵ 0 ă θ ő πとする．cos
θ

2
を cos θを用いて表せ．

また，等式

cos
θ

8
cos
θ

4
“

sin
θ

2

4 sin
θ

8
が成り立つことを示せ．

⑶ θを 0 ă θ ő πを満たす定数とし，数列 tβnuを

βn “ cos
θ

2n`1 pn “ 1, 2, 3, ¨ ¨ ¨ q

により，また，数列 tbnuを
"b1 “ 1

bn “ βn´1bn´1 pn “ 2, 3, 4, ¨ ¨ ¨ q

により定める．以下の問いに答えよ．

ⅰ βn`1 を βn を用いて表せ．
ⅱ tbnuの一般項を θを用いて表せ．
ⅲ 極限値 lim

nÑ8
bn を θを用いて表せ．

⑷ 極限値 lim
nÑ8

an を求めよ．

（ 2021. 気象大学校（記述式））
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2021 年度 気象大学校 記述式

2 0 ő a ă 1を満たす aに対し，座標平面上の 2点 Apa, 0q，Pp1, 1qを考える．以下の設問に答
えよ．

⑴ 直線 APの方程式を aを用いて表せ．

⑵ 直線 APと x軸のなす角の二等分線のうち，傾きが正のものを la とし，la の傾きを ma と
する．このとき，ma を aを用いて表せ．

⑶ 点 Bpb, 0q pa ă b ă 1qに対し，⑵と同様に，直線 BPと x軸のなす角の二等分線のうち，
傾きが正のものを lb とし，lb の傾きを mb とする．このとき，極限値

lim
bÑa`0

mb ´ ma

b ´ a
, lim

bÑa`0

bmb ´ ama

b ´ a

をそれぞれ aを用いて表せ．

⑷ ⑵，⑶で定めた 2直線 la，lb の交点の x，y座標をそれぞれ Xpbq，Ypbqとするとき，極限値

X “ lim
bÑa`0

Xpbq, Y “ lim
bÑa`0

Ypbq

をそれぞれ aを用いて表せ．

⑸ aが 0 ő a ă 1の範囲を動くとき，⑷で求めた X の取り得る値の範囲を求めよ．

⑹ aが 0 ő a ă 1の範囲を動くとき，⑷で求めた X，Y から定まる点 pX, Yqの軌跡を求め，
座標平面上に図示せよ．

（ 2021. 気象大学校（記述式））
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記述式 気象大学校 2021 年度

3 d，r，kを正の定数とする．座標平面上において，点 pt, 0q p0 ő t ő dqを中心とする半径 rの
円を Ct とし，Ct 上の点 Aを，図のように点 pt, rqから時計回りに角 ktだけ回転した点と定める．

tを 0 ő t ő d の範囲で動かしたとき，点 Aは点 p0, rqから出発し，Ct 上を 1周して点 pd, rqま
で移動する．以下の設問に答えよ．

要図版

⑴ kを dを用いて表せ．また，点 Aの座標を t，d，rを用いて表せ．

⑵ t を 0 ő t ő d の範囲で動かしたとき，点 Aの軌跡を Lとする．Lはある点 Pで L自身と
交わっているとする．

ⅰ 点 Pが存在するための d，rが満たすべき不等式を与えよ．
ⅱ 点 Pの y座標が 0であるとき，dを rを用いて表せ．
ⅲ ⅱの条件の下で，Lで囲まれる図形の面積を求めよ．

（ 2021. 気象大学校（記述式））
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第7章

2020年度採用試験問題

7.1 択一式



記述式 気象大学校 2020 年度

7.2 記述式

1 次の条件で定まる数列 tanuを考える．

a1 “ 1, a2 “
1
2
,

an`1

an
“

1
S nS n´1

pn “ 2, 3, 4, ¨ ¨ ¨ q

ここで，S n は tanuの初項から第 n項までの和を表す．以下の設問に答えよ．

⑴ nを 2以上の整数とする．S n`1 を S n，S n´1 を用いて表せ．

⑵ nを正の整数とする．S n`1 を S n を用いて表せ．

⑶ 全ての正の整数 nに対し，1 ő S n ă 2が成り立つことを示せ．

⑷ 正の整数 nに対し，Tn “
1

2 ´ S n
とおく．Tn`1 を Tn を用いて表せ．

⑸ tS nu及び tanuの一般項を求めよ．

⑹ 全ての 2以上の整数 nに対し，
n

ÿ

k“1

kak ă 2 `

n
ÿ

k“1

1
Tk

ă 4

が成り立つことを示せ．

（ 2020. 気象大学校（記述式））
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2020 年度 気象大学校 記述式

2 図のように，xy平面上の原点 Oを中心とする半径 1の円を C，C 上の点 Pを中心とする半径
aの円を CP とし，

ÝÝÑ
OP と x軸のなす角を θ とする．ここで，aは 0 ă a ă 1を満たす定数とし，θ

は x軸の正の部分を始線として原点 Oを中心に反時計回りに測った角を正の角とする．
θが 0 ő θ ă

π

2
の範囲で変化するとき，C と CP の 2本の共通接線のうち，共通接線と C との接

点を Qとして，ÝÝÑ
OQ と x軸のなす角 φが φ ą θ を満たすものを l1，もう一方の共通接線を l2 とす

る．ただし，φの符号は θと同様に定め，´
π

2
ă φ ă πとする．以下の設問に答えよ．

⑴ θ “ 0としたとき，直線 l1 の方程式を求めよ．

⑵ x “ 1及び y “ 1が共に C と CP の共通接線となるとき，Pの座標と aの値を求めよ．

⑶ 以下，⑵で求めた aの値を a0 とし，0 ă a ă a0 かつ 0 ă θ ă
π

4
のときを考える．また，

l1 及び l2 のうち，x軸，y軸とも正の部分で交わるものを Lとする．

ⅰ θ1 を，0 ă θ ő θ1 において Lが 1本のみ存在し，θ1 ă θ ă
π

4
において Lが 2本存在す

るように定めるとき，cos θ1 の値を aを用いて表せ．
ⅱ Lと x軸の交点の x座標を a，θを用いて表せ．ただし，Lが 2本存在するときは全て求

めること．
ⅲ l1 と x軸，l1 と y軸それぞれの交点を結ぶ線分の長さを d とする．d を最小にする θ の
値を θ0 とするとき，tan 2θ0 の値を aを用いて表せ．

（ 2020. 気象大学校（記述式））

要図版，右上回り込み，20zw程度
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記述式 気象大学校 2020 年度

3 m，nを正の整数とし，2n次の多項式関数 f pxqを

f pxq “
mn

n!
xnpπ´ xqn

により定義する．ここで，πは円周率である．以下の設問に答えよ．

⑴ 0 ő x ő πにおける f pxqの最大値 M を求めよ．また，不等式

0 ă

ż π

0
f pxq sin x dx ă 2M

が成り立つことを示せ．

⑵ f pxqの第 k次導関数を f pkqpxqと表すとき，
$

’

&

’

%

ak “ f pkqp0q, bk “ f pkqpπq pk “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , 2nq

Ik “

ż π

0
f p2kqpxq sin x dx pk “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , 2nq

,

/

.

/

-

を考える．ただし， f p0qpxq “ f pxqとする．

ⅰ k “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , n ´ 1に対して，Ik を Ik`1，a2k，b2k を用いて表せ．
ⅱ k “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , n´1に対して，ak “ 0を示せ．また，k “ n` l pl “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , n´1q

に対して，

ak “ an`l “ p´1ql pn ` lq!
n! nClmnπn´1

であることを示せ．
ⅲ f pxq “ f pπ´ xqの関係式が成り立つことを用いて，k “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , 2nに対して，

bk “ p´1qkak

が成り立つことを示せ．
ⅳ I0 を ak pk “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , 2nqを用いて表せ．

⑶ 次の命題を⑴，⑵の結果と以下の事実⒜，⒝を用いて示せ．

命題「円周率 πは無理数である．」

⒜ aが有理数ならば，a “
q
p
となる整数 p，qが存在する．

⒝ 任意の正の実数 bに対して，次の不等式を満たす正の整数 nが存在する．
bn

n!
ă

1
2

（ 2020. 気象大学校（記述式））
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第8章

2019年度採用試験問題

8.1 択一式



記述式 気象大学校 2019 年度

8.2 記述式

1 数列 tanu，tbnuを
"a1 “ 2

b1 “ 1
,

"an`1 “ 4an ´ bn

bn`1 “ an ` 2bn
pn “ 1, 2, 3, ¨ ¨ ¨ q

により定義する．以下の設問に答えよ．

⑴ a2，b2，a3，b3 を求めよ．

⑵ an，an`1，an`2 の間に成り立つ関係式を求めよ．

⑶ tanuの一般項を求めよ．

⑷ tbnuの一般項を求めよ．

⑸ 数列 tcnu pn “ 1, 2, 3, ¨ ¨ ¨ qを cn “
an

bn
´

bn

an
により定める．このとき，極限値

lim
nÑ8

n
ÿ

k“1

cn`k

を求めよ．

（ 2019. 気象大学校（記述式））
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2019 年度 気象大学校 記述式

2 平面上の異なる 2点 A，Bの位置ベクトルを ÝÑ
a，ÝÑ

b と表す．また，2点 A，Bを直径の両端
とする円を C とする．以下の設問に答えよ．

⑴ C の中心の位置ベクトル及び半径を ÝÑ
a，ÝÑ

b を用いて表せ．また，C の周上の点の位置ベク
トルを ÝÑ

r とするとき，ÝÑ
r はベクトル方程式

p
ÝÑ
r ´

ÝÑ
a q ¨ p

ÝÑ
r ´

ÝÑ
b q “ 0

を満たすことを示せ．

⑵ ベクトル ÝÑ
p，ÝÑ

q が不等式

p
ÝÑ
p ´

ÝÑ
a q ¨ p

ÝÑ
p ´

ÝÑ
b q ő 0

p
ÝÑ
q ´

ÝÑ
a q ¨ p

ÝÑ
q ´

ÝÑ
b q ő 0

を満たしているとき，ÝÑ
x “ p1 ´λq

ÝÑ
p `λ

ÝÑ
q p0 ő λ ő 1qで定義されるベクトルÝÑ

x について

p
ÝÑ
x ´

ÝÑ
a q ¨ p

ÝÑ
x ´

ÝÑ
b q ő 0

が成り立つことを示せ．

⑶ C の外部に異なる 2点 P，Qをとり，その位置ベクトルを ÝÑ
p，ÝÑ

q とする．また，実数 tを
用いて

ÝÑ
y “ p1 ´ tq

ÝÑ
p ` t

ÝÑ
q

と表されるベクトル ÝÑ
y について，条件

p
ÝÑ
y ´

ÝÑ
a q ¨ p

ÝÑ
y ´

ÝÑ
b q ą 0

が全ての実数 tについて成り立っているとする．このとき，次の問いに答えよ．

ⅰ p
ÝÑ
y ´

ÝÑ
a q ¨ p

ÝÑ
y ´

ÝÑ
b qの最小値，及び最小値を与える tの値を ÝÑ

a，ÝÑ
b，ÝÑ

p，ÝÑ
q を用いて

表せ．
ⅱ ベクトル ÝÑ

x を C の内部又は周上の点の位置ベクトルとする．このとき，|
ÝÑ
x ´

ÝÑ
y |の最

小値を ÝÑ
a，ÝÑ

b，ÝÑ
p，ÝÑ

q を用いて表せ．

（ 2019. 気象大学校（記述式））
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記述式 気象大学校 2019 年度

3 m，nを正の整数とし，2n次の多項式関数 f pxqを

f pxq “
mn

n!
xnpπ´ xqn

により定義する．ここで，πは円周率である．以下の設問に答えよ．

⑴ 0 ő x ő πにおける f pxqの最大値 M を求めよ．また，不等式

0 ă

ż π

0
f pxq sin x dx ă 2M

が成り立つことを示せ．

⑵ f pxqの第 k次導関数を f pkqpxqと表すとき，
$

’

&

’

%

ak “ f pkqp0q, bk “ f pkqpπq pk “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , 2nq

Ik “

ż π

0
f p2kqpxq sin x dx pk “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , 2nq

,

/

.

/

-

を考える．ただし， f p0qpxq “ f pxqとする．

ⅰ k “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , n ´ 1に対して，Ik を Ik`1，a2k，b2k を用いて表せ．
ⅱ k “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , n´1に対して，ak “ 0を示せ．また，k “ n` l pl “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , n´1q

に対して，

ak “ an`l “ p´1ql pn ` lq!
n! nClmnπn´1

であることを示せ．
ⅲ f pxq “ f pπ´ xqの関係式が成り立つことを用いて，k “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , 2nに対して，

bk “ p´1qkak

が成り立つことを示せ．
ⅳ I0 を ak pk “ 0, 1, 2, ¨ ¨ ¨ , 2nqを用いて表せ．

⑶ 次の命題を⑴，⑵の結果と以下の事実⒜，⒝を用いて示せ．

命題「円周率 πは無理数である．」

⒜ aが有理数ならば，a “
q
p
となる整数 p，qが存在する．

⒝ 任意の正の実数 bに対して，次の不等式を満たす正の整数 nが存在する．
bn

n!
ă

1
2

（ 2020. 気象大学校（記述式））
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第9章

2015年度採用試験問題

9.1 択一式



記述式 気象大学校 2015 年度

9.2 記述式

1 自然数 nに対して
#

p2 `
?

5qn “ an `
?

5bn

p2 ´
?

5qn “ an ´
?

5bn

を満たす自然数 an と自然数 bn を考える．以下の設問に答えよ．

⑴ 全ての nに対して，an と bn が存在することを証明せよ．

⑵ 数列
"

an

bn

*

の極限を求めよ．

⑶ 全ての nに対して，an
2 ´ 5bn

2 ‰ 0が成り立つことを証明せよ．

⑷ 仮に，
?

5が二つの自然数 pと qを用いて p
q
と表すことができたとすると，⑶より

ˇ

ˇ

ˇ

ˇ

an

bn
´

p
q

ˇ

ˇ

ˇ

ˇ

‰ 0

となる．このことから不等式
1

bnq
ő

ˇ

ˇ

ˇ

ˇ

an

bn
´

p
q

ˇ

ˇ

ˇ

ˇ

ă
1

bn
2

が成り立つことを証明せよ．

⑸ ⑷の結果を用いて，
?

5は二つの自然数 pと qを用いて p
q
と表すことはできないことを

証明せよ．

（ 2015. 気象大学校（記述式））
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2015 年度 気象大学校 記述式

2 座標空間の原点 Op0, 0, 0qに中心がある半径 aと b p0 ă a ă bqの二つの球をそれぞれ A及び
Bとする．Aの球面上の点 Ppax, ay, azqで Aに接する平面を αとするとき，以下の設問に答えよ．

⑴ ÝÝÑ
OP “

ÝÑ
rA とする．点 Pを中心とし，平面 αが Bを切り取ってできる円を最大の断面とす

る球を考える．この球の球面を表す方程式を求めよ．

⑵ 平面 αが Bの球面から切り取る円周上の点の座標を pl, m, nqとするとき，lと mが満たす
関係式を求めよ．
ただし，この問題に限り，ax “ ay “ az “ 1，b “ 2とする．

⑶ 点 Oを通り，ÝÑ
rA に平行な直線を γとする．また，Bの球面上の点 Qから γへ垂線を引き，

γとの交点を Rとする．線分 ORの長さが uであるとき，線分 QRの長さを求めよ．

⑷ B は平面 α により二つの部分に分けられている．そのうち A を含まない部分の体積を求
めよ．

（ 2015. 気象大学校（記述式））
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記述式 気象大学校 2015 年度

3 曲線 y “ sin x（xは実数）に関する以下の設問に答えよ．
ただし，曲線 y “ f pxq上の点 Aにおける接線に垂直で点 Aを通る直線を，y “ f pxq上の点 Aに

おける法線という．

⑴ y “ sin x上の点 Ppp, sin pqにおける法線の方程式を求めよ．

⑵ y “ sin x上の二点 Ppp, sin pq，Qpq, sin qq

´

| p | ő π

2
, |q | ő π

2
, p ‰ q

¯

における二つの法
線が交わる条件を求めよ．また，そのときの交点を Rpr, sqとするとき，r，sを pと qを用
いてそれぞれ表せ．

⑶ ⑵において qを pに近づけた極限を考える．交点 Rpr, sqが存在する条件を求めよ．また，
そのときの r，sを pを用いてそれぞれ表せ．

⑷ ⑶で求めた r，sについて， lim
pÑ0
| s ´ ar ´ b | “ 0が成り立つように定数 a，bを定めよ．

（ 2015. 気象大学校（記述式））

– 42 –
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第10章

2014年度採用試験問題

10.1 択一式



記述式 気象大学校 2014 年度

10.2 記述式

1 0 ő θ ő πとして， f pθq “ cos θ ` cos 2θ ` cos 3θとおく．以下の設問に答えよ．

⑴ f p0q， f pπqの値を求めよ．

⑵ 方程式 f pθq “ 0を解け．

⑶ 不等式 f pθq ŕ 0を解け．

（ 2014. 気象大学校（記述式））

– 44 –



2014 年度 気象大学校 記述式

2 △OABにおいて，OA “ 8，OB “ 3，=AOB “
π

3
とし，ÝÝÑ

OA “
ÝÑ
a，ÝÝÑ

OB “
ÝÑ
b とする．以下

の設問に答えよ．

⑴ ABの長さを求めよ．

⑵ =AOBの 2等分線と辺 ABの交点を Pとするとき，ÝÝÑ
OP を ÝÑ

a，ÝÑ
b を用いて表せ．

⑶ =OABの外角の 2等分線と =OBAの外角の 2等分線の交点を Qとするとき，ÝÝÑ
OQ を ÝÑ

a，
ÝÑ
b を用いて表せ．

⑷ =AOBの 2等分線は点 Qを通ることを示せ．

（ 2014. 気象大学校（記述式））
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記述式 気象大学校 2014 年度

3 実数の定数 a，bに対して，関数 f pxq “ x3 ´ 3ax2 ` bxとおく．以下の設問に答えよ．

⑴ 曲線 y “ f pxq上の点 pt, f ptqqにおける接線の方程式を求めよ．

⑵ 点 Pp1, 0q から曲線 y “ f pxq へ異なる 3 本の接線が引けるような点 pa, bq の範囲を図示
せよ．

（ 2014. 気象大学校（記述式））

– 46 –



47

第11章

2013年度採用試験問題

11.1 択一式



記述式 気象大学校 2013 年度

11.2 記述式

1 pを 0または 1とし，rを 0でない実数とする．数列 tanu，tbnu pn “ 1, 2, 3, ¨ ¨ ¨ qは

an`1 “ ran ` pbn pn “ 1, 2, 3, ¨ ¨ ¨ q

の関係を満たしているとする．また，a1 “ aとする．以下の設問に答えよ．

⑴ p “ 0のとき，an の一般項を a，n，rを用いて表せ．

⑵ p “ 1のとき，an の一般項は
$

’

&

’

%

a1 “ a

an “

˜

a `

n´1
ÿ

k“1

bk

rk

¸

rn´1 pn ŕ 2q

で与えられることを証明せよ．

⑶ p “ 1とするとき，次の問いⅰ，ⅱに答えよ．

ⅰ tbnuが初項 b，公比 s ‰ 0の等比数列であるとき，an の一般項を a，b，n，r，sを用い
て表せ．

ⅱ tbnuが初項 b，公差 d ‰ 0の等差数列であるとき，an の一般項を a，b，d，n，rを用い
て表せ．

（ 2013. 気象大学校（記述式））
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2013 年度 気象大学校 記述式

2 空間座標において，原点 Oに関する点 Apa1, a2, a3qの位置ベクトル ÝÝÑ
OA を ÝÑ

a と表す．この
とき，以下の設問に答えよ．

⑴ a1 ą 0，a2 ą 0，a3 “ 0のとき，点 Aを通り，xy平面上で ÝÑ
a に垂直な直線と x軸，y軸

によって囲まれた三角形の面積を a1，a2 を用いて表せ．

⑵ a1 ą 0，a2 ą 0，a3 ą 0のとき，点 Aを通り，座標空間内で ÝÑ
a に垂直な平面と xy平面，

yz平面及び zx平面によって囲まれた立体の体積 V を a1，a2．a3 を用いて表せ．

⑶ ⑵で |
ÝÑ
a | “ 1を満たしながら点 Aの座標が変化するとき，V を最小にする点 Aの座標と V

の最小値を求めよ．

⑷ 次の問いに答えよ．

ⅰ 零ベクトルではない二つのベクトルを ÝÑ
p，ÝÑ

q とする．t が実数全体を動くとき，ベクト
ル方程式

ÝÑ
r “

ÝÑ
p sin t `

ÝÑ
q cos t ¨ ¨ ¨ ¨ ¨ 11.1⃝

を満たす点の集合が原点 Oを中心とする円となるために ÝÑ
p と ÝÑ

q が満たすべき関係式を
求めよ．

ⅱ ここでは，|
ÝÑ
a | “ 1とは限らないとする．a1 ą 0，a2 ą 0，a3 ą 0のとき，点 Aを通り，

ÝÑ
a に垂直な平面内で，点 Aを中心とする半径 1の円のベクトル方程式をⅰの11.1⃝ のよう
に媒介変数 tを含む式で表せ．

（ 2013. 気象大学校（記述式））
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記述式 気象大学校 2013 年度

3 正の実数全体を定義域とする関数 f pxqが存在して，以下の条件⒜，⒝，⒞を満たしていると
する．

⒜ f pxqは何回でも微分可能である．
⒝ 任意の正の実数 a，bに対して， f pa ` bqt f paq ` f pbq ` 1u “ f paq f pbqを満たす．
⒞ a Ñ `0のとき， f paqは正の無限大に発散する．すなわち， lim

aÑ`0
f paq “ `8

このとき，以下の設問に答えよ．

⑴ さらに，条件⒟が満たされているとするとき，次の問いⅰ～ⅳに答えよ．

⒟ 任意の正の実数 aに対して f paq ą 0

ⅰ xy平面において，曲線 y “ f pxqと x軸，直線 x “ sin t
´

ただし，0 ă x ă
π

2

¯

，x “ 1

で囲まれる図形の面積を S ptq とするとき，S ptq の導関数
dS ptq

dt
を f psin tq を含む式に

より表せ．
ⅱ f p2xqを f pxqを用いて表せ．また， f pxqを f p2xqを用いて表せ．
ⅲ a ą bとなる任意の正の実数 a，bに対して， f paq ă f pbqであることを証明せよ．
ⅳ 導関数の定義から，mを負の定数として，

d f pxq

dx
“ m f pxqt f pxq ` 1u

が成り立つことを証明せよ．

⑵ 条件⒟は必ずしも満たされていないとする．関数 f pxqの値域は ´1 ă f pxq ă 0の範囲を
含まないことを証明せよ．

（ 2013. 気象大学校（記述式））
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